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工藤 大介 先生
東北大学大学院医学系研究科 外科病態学講座救急医学分野
東北大学病院 救急科・高度救命救急センター

【背景と目的】
これまで敗血症患者を対象に、多数の治療薬・治療法の無作為化比較対照試験(RCT)
が行われてきたが、有効性を確立できた治療薬・治療法はない。これは対象患者選定
の際に敗血症の「異質性」を踏まえなかったことが原因であると指摘されている。
本来、多様性に富んだ集団の集合である敗血症患者を、一様に対象としてRCTが行わ
れてきた。敗血症患者に対する治療法を確立し、患者転帰を改善するためには「異質
性」を踏まえたアプローチが必要だと考えられる。

【方法と結果】
我々は既存のデータセットを使用して、機械学習の手法を用いて敗血症性DIC患者の
うち、抗凝固薬が有効となるサブクラスの同定を試みている。アンチトロンビン製剤
(AT製剤)については、ISTHDICスコア5,6の患者群において、AT製剤投与と院内生存
率改善が関係することがわかった。異なる機械学習手法を用いて患者を分類し、各サ
ブクラスにおける治療薬の有効性の検討も行った。リコンビナントトロンボモジュ
リンについては、全ての敗血症性DIC患者に対して有効なわけではなく、4つのサブ
クラスにのうち1つのサブクラスに属する患者でのみ院内生存率改善と関係した。

【結論】
抗凝固薬は全ての敗血症性DIC患者ではなく、あるサブクラスの患者にのみ有効であ
ることが示唆された。さらに研究を進めて、敗血症性DIC患者への個別化医療を確立
し、患者転帰改善に繋げたい。

敗血症にはサブクラスがあるはずだ!
「抗凝固薬のターゲットとなる患者群は?」

共催 : 第 37回 日本外傷学会総会・学術集会 /一般社団法人 日本血液製剤機構


